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精神疾患をもつ女性への化粧を用いたサポートの研究

近藤 美保看護学科（精神看護学）

　　　　　精神疾患、統合失調症、化粧
キーワード

こんどう み ほ

　精神疾患を持つ方の生活の質向上につながるよう、その人らしく生きることを支援したいと考え
ています。私は化粧をもちいて、サポートしたいと考えてこのテーマで研究に取り組んでいます。
これまでに、統合失調症で長期入院をしている患者を対象にして、現在化粧をしていない理由につ
いて調査しました。化粧を現在していない理由には、統合失調症の症状による影響、制限のある精
神科病院への長期的な入院環境などが影響していました。また、病気になったことで自尊心が低下
されている方もいました。一方で化粧水や美容クリームといった肌の保護が目的となる基礎化粧品
の持ち込みが許可されたことで、病状の回復を実感した方の声がありました。化粧が持つ力、効果
は未知の部分がありますが、精神疾患を持つ方のサポートとなるようアプリを用いた支援の開発を
進めています。

化粧支援をもちいて精神疾患を持つ方の支援に携わりたいと考えています。
アピール
ポイント

E-Mail : kondo@u-shizuoka-ken.ac.jp
TEL : 054-202-2647
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　乳がんは、女性のがんの中で年齢調整罹患率 第1位を占め、女性にとって罹患しやすいがん
の1つだといえる。その治療は複数の方法を組み合わせて行うが、多くの場合、手術療法は必
須となる。乳がん手術を受ける女性は、がんに罹患した衝撃を受けながら、手術の術式を自ら
意思決定し、乳房の変形あるいは喪失を受け入れていかなければならない。その中にはボディ
イメージや自己像の否定的変化、落ち込みやうつを感じる女性もいる。
　私は看護師として、このようなさまざまな想いを抱く多くの女性に出会い、自身も悩みなが
ら関わってきた。こうした経験に基づき、手術を受ける乳がん女性へのサポートについて探究
している。現在は、近年、乳房喪失への対応の1つとして注目されている乳房再建術に焦点を
あて、再建術を受けるか否かの意思決定や手術に伴う体験をテーマとし、看護師の役割につい
て検討している。

昨今、がんを抱えながら働く女性は大勢いらっしゃいます。微力ですが、
少しでもそうした皆様のお役に立てたらと考えております。

看護，乳がん，手術，意思決定

看護学研究科　山田 紋子
手術を受ける乳がん女性への看護に関する研究

やま だ あや こ

　作家が異性の筆名を使用する意図を探ることは、作家個人のジェンダー意識を解明する手
がかりとなるだけでなく、その行為を歴史的、社会的文脈に置くことによって、作品解釈の深
化をもたらす可能性をもっています。ウィリアム･シャープ（1855-1905）は、本名に加えて多
数の異名の下に執筆を行ったスコットランド出身の作家、批評家であり、特にフィオナ・マク
ラウドの名における、ケルト文芸復興との関わりによって知られています。10年以上にわた
りマクラウドを名乗って文筆活動を継続しただけでなく、実生活でマクラウドのペルソナを
構築して人々と交流したシャープは、異性を装った男性作家の代表的存在といえます。シャー
プをはじめとして、イギリスやアメリカで男性作家たちが女性名を用いた事例に着目し、その
経緯や背景を辿るとともに、女性名で発表された作品や、それらに対する批評を分析して、異
性名使用の効果について考察しています。近年は、明治から昭和期にかけての日本でのシャー
プ／マクラウド受容にも関心をもっています。

ウィリアム・シャープ／フィオナ・マクラウド，筆名，ジェンダー，
ケルト，イギリス文学，スコットランド文学

一般教育等　有元 志保

男性作家による女性の筆名使用事例の研究
ありもと し ほ

210  ︱  研究シーズ集 2025

看
護
学
部

210  ︱  研究シーズ集 2025

看
護
学
部



　乳がんは、女性のがんの中で年齢調整罹患率 第1位を占め、女性にとって罹患しやすいがん
の1つだといえる。その治療は複数の方法を組み合わせて行うが、多くの場合、手術療法は必
須となる。乳がん手術を受ける女性は、がんに罹患した衝撃を受けながら、手術の術式を自ら
意思決定し、乳房の変形あるいは喪失を受け入れていかなければならない。その中にはボディ
イメージや自己像の否定的変化、落ち込みやうつを感じる女性もいる。
　私は看護師として、このようなさまざまな想いを抱く多くの女性に出会い、自身も悩みなが
ら関わってきた。こうした経験に基づき、手術を受ける乳がん女性へのサポートについて探究
している。現在は、近年、乳房喪失への対応の1つとして注目されている乳房再建術に焦点を
あて、再建術を受けるか否かの意思決定や手術に伴う体験をテーマとし、看護師の役割につい
て検討している。

昨今、がんを抱えながら働く女性は大勢いらっしゃいます。微力ですが、
少しでもそうした皆様のお役に立てたらと考えております。

看護，乳がん，手術，意思決定

看護学研究科　山田 紋子
手術を受ける乳がん女性への看護に関する研究

やま だ あや こ

　作家が異性の筆名を使用する意図を探ることは、作家個人のジェンダー意識を解明する手
がかりとなるだけでなく、その行為を歴史的、社会的文脈に置くことによって、作品解釈の深
化をもたらす可能性をもっています。ウィリアム･シャープ（1855-1905）は、本名に加えて多
数の異名の下に執筆を行ったスコットランド出身の作家、批評家であり、特にフィオナ・マク
ラウドの名における、ケルト文芸復興との関わりによって知られています。10年以上にわた
りマクラウドを名乗って文筆活動を継続しただけでなく、実生活でマクラウドのペルソナを
構築して人々と交流したシャープは、異性を装った男性作家の代表的存在といえます。シャー
プをはじめとして、イギリスやアメリカで男性作家たちが女性名を用いた事例に着目し、その
経緯や背景を辿るとともに、女性名で発表された作品や、それらに対する批評を分析して、異
性名使用の効果について考察しています。近年は、明治から昭和期にかけての日本でのシャー
プ／マクラウド受容にも関心をもっています。

ウィリアム・シャープ／フィオナ・マクラウド，筆名，ジェンダー，
ケルト，イギリス文学，スコットランド文学

一般教育等　有元 志保

男性作家による女性の筆名使用事例の研究
ありもと し ほ

210  ︱  研究シーズ集 2025

看
護
学
部

　乳がんは、女性のがんの中で年齢調整罹患率 第1位を占め、女性にとって罹患しやすいがん
の1つだといえる。その治療は複数の方法を組み合わせて行うが、多くの場合、手術療法は必
須となる。乳がん手術を受ける女性は、がんに罹患した衝撃を受けながら、手術の術式を自ら
意思決定し、乳房の変形あるいは喪失を受け入れていかなければならない。その中にはボディ
イメージや自己像の否定的変化、落ち込みやうつを感じる女性もいる。
　私は看護師として、このようなさまざまな想いを抱く多くの女性に出会い、自身も悩みなが
ら関わってきた。こうした経験に基づき、手術を受ける乳がん女性へのサポートについて探究
している。現在は、近年、乳房喪失への対応の1つとして注目されている乳房再建術に焦点を
あて、再建術を受けるか否かの意思決定や手術に伴う体験をテーマとし、看護師の役割につい
て検討している。

昨今、がんを抱えながら働く女性は大勢いらっしゃいます。微力ですが、
少しでもそうした皆様のお役に立てたらと考えております。

看護，乳がん，手術，意思決定

看護学研究科　山田 紋子
手術を受ける乳がん女性への看護に関する研究

やま だ あや こ

　作家が異性の筆名を使用する意図を探ることは、作家個人のジェンダー意識を解明する手
がかりとなるだけでなく、その行為を歴史的、社会的文脈に置くことによって、作品解釈の深
化をもたらす可能性をもっています。ウィリアム･シャープ（1855-1905）は、本名に加えて多
数の異名の下に執筆を行ったスコットランド出身の作家、批評家であり、特にフィオナ・マク
ラウドの名における、ケルト文芸復興との関わりによって知られています。10年以上にわた
りマクラウドを名乗って文筆活動を継続しただけでなく、実生活でマクラウドのペルソナを
構築して人々と交流したシャープは、異性を装った男性作家の代表的存在といえます。シャー
プをはじめとして、イギリスやアメリカで男性作家たちが女性名を用いた事例に着目し、その
経緯や背景を辿るとともに、女性名で発表された作品や、それらに対する批評を分析して、異
性名使用の効果について考察しています。近年は、明治から昭和期にかけての日本でのシャー
プ／マクラウド受容にも関心をもっています。

ウィリアム・シャープ／フィオナ・マクラウド，筆名，ジェンダー，
ケルト，イギリス文学，スコットランド文学

一般教育等　有元 志保

男性作家による女性の筆名使用事例の研究
ありもと し ほ

研究シーズ集 2025  ︱  211

短
期
大
学
部

研究シーズ集 2025  ︱  211

短
期
大
学
部



たか だ けい すけ たけ した のり こ

竹下（石塚） 典子
いし づか

212  ︱  研究シーズ集 2025

短
期
大
学
部

212  ︱  研究シーズ集 2025

短
期
大
学
部



たか だ けい すけ たけ した のり こ

竹下（石塚） 典子
いし づか

212  ︱  研究シーズ集 2025

短
期
大
学
部

たか だ けい すけ たけ した のり こ

竹下（石塚） 典子
いし づか

研究シーズ集 2025  ︱  213

短
期
大
学
部

研究シーズ集 2025  ︱  213

短
期
大
学
部



はやし けい じ

　　　　　運動、体温、呼吸、循環、身体冷却、炭酸泉、熱中症、
過呼吸、スポーツ

かな やま けい いち
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　研究の進展とともに病因は解明され予防法が開発されているのに，むし歯はなぜ撲滅でき
ないのか？おそらく「理論が正しくても，行動変容を伴わなければ，成果に結びつかない」から
です。そこで，行動科学的視点を忘れずに「むし歯予防」の研究に従事してきました。日本人小
児のむし歯を世界一少なくするためには，その「感染症」的側面に介入する必要があると考え，
妊婦に対しキシリトールを用いてむし歯菌の母子伝播予防効果を検証するための無作為化比
較研究を5年間実施し、その成果を歯科で権威ある国際雑誌に掲載しました。最近の
Systematic review論文においてサーチされた1078本の関連論文の中で、ファイナリスト2本
の中に自分の論文が選ばれていました。科学的根拠として高い評価を得たことを励みにして、
現在は，齲蝕誘発性の観点で食事因子（ショ糖摂取）を分析しています。

【歯科医療者向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」
㈱オーラルケア　発行

【一般の方向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防
～ママになる前からできること～」

㈱オーラルケア　発行

妊娠期からの口腔保健，マイナス１歳から始めるむし歯予防，乳幼児歯科保健，
キシリトールを用いた齲蝕制御，食基盤型予防戦略，歯科恐怖，
Food Frequency Questionnaire，ペインコントロール，行動科学

TEL.054-202-2686　FAX.054-202-2686

歯科衛生学科　仲井 雪絵

子どもの口腔健康に関するスペシャリスト
―疫学から無作為化比較研究まで―

⚫連　絡　先

なか い ゆき え

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」と題した最先端の齲蝕予防に関する
講演を、国内外で 125 回以上開催しています。

新規の骨形成タンパクを用いた歯周組織再生療法確立
に向けての研究

小林 由佳梨歯科衛生学科
連　絡　先

　　　　　歯周病、組織再生、BMP-9、炎症
キーワード

こ ばやし ゆ か り

TEL : 054-202-2654

　歯周病は、歯周病原性細菌の感染によって、歯を支えている骨やその周りの組織が破壊される慢
性の炎症性疾患です。近年、その失われた歯周組織の再生を目的として、様々な成長因子の応用が
検討されています。そのなかでも BMP-9 というタンパクは、高い骨形成能を有し、歯周組織の再生
を考えるうえで有用な成長因子となりうることで注目されています。一方で、歯周組織局所の炎症
環境は歯周組織再生過程における様々な細胞現象に対して影響を与えることが考えられます。そこ
で、炎症環境下における BMP-9 の骨形成能に対する影響を、細胞を用いて検討しました。本研究の
結果、炎症環境下では BMP-9 の骨形成促進作用が抑制されることが明らかとなり、BMP-9 を用い
た歯周組織再生療法には、歯周病原細菌によって生じる炎症性因子を適切にコントロールすること
が重要であることが示唆されました。歯科保健指導を通じた炎症のコントロールは、歯科衛生士の
重要な役割であることから、この結果をもとに、歯周病の新規治療法だけでなく、より効果的な歯
科保健指導の在り方を検討していきたいと考えています。

アピール
ポイント

細胞培養や遺伝子解析の手法を利用したアプローチが可能です。
今後は臨床経験で培った知識と技術も活かして、口腔と全身の健康の支援に
向けた研究を行っていきたいです。
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乳幼児歯科保健，糖アルコールを応用した齲蝕制御，食基盤型予防戦略，
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Systematic review論文においてサーチされた1078本の関連論文の中で、ファイナリスト2本
の中に自分の論文が選ばれていました。科学的根拠として高い評価を得たことを励みにして、
現在は，齲蝕誘発性の観点で食事因子（ショ糖摂取）を分析しています。

【歯科医療者向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」
㈱オーラルケア　発行

【一般の方向け書籍】
仲井　雪絵　著

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防
～ママになる前からできること～」

㈱オーラルケア　発行

妊娠期からの口腔保健，マイナス１歳から始めるむし歯予防，乳幼児歯科保健，
キシリトールを用いた齲蝕制御，食基盤型予防戦略，歯科恐怖，
Food Frequency Questionnaire，ペインコントロール，行動科学

TEL.054-202-2686　FAX.054-202-2686

歯科衛生学科　仲井 雪絵

子どもの口腔健康に関するスペシャリスト
―疫学から無作為化比較研究まで―

⚫連　絡　先

なか い ゆき え

「マイナス１歳からはじめるむし歯予防」と題した最先端の齲蝕予防に関する
講演を、国内外で 125 回以上開催しています。

新規の骨形成タンパクを用いた歯周組織再生療法確立
に向けての研究

小林 由佳梨歯科衛生学科
連　絡　先

　　　　　歯周病、組織再生、BMP-9、炎症
キーワード

こ ばやし ゆ か り

TEL : 054-202-2654

　歯周病は、歯周病原性細菌の感染によって、歯を支えている骨やその周りの組織が破壊される慢
性の炎症性疾患です。近年、その失われた歯周組織の再生を目的として、様々な成長因子の応用が
検討されています。そのなかでも BMP-9 というタンパクは、高い骨形成能を有し、歯周組織の再生
を考えるうえで有用な成長因子となりうることで注目されています。一方で、歯周組織局所の炎症
環境は歯周組織再生過程における様々な細胞現象に対して影響を与えることが考えられます。そこ
で、炎症環境下における BMP-9 の骨形成能に対する影響を、細胞を用いて検討しました。本研究の
結果、炎症環境下では BMP-9 の骨形成促進作用が抑制されることが明らかとなり、BMP-9 を用い
た歯周組織再生療法には、歯周病原細菌によって生じる炎症性因子を適切にコントロールすること
が重要であることが示唆されました。歯科保健指導を通じた炎症のコントロールは、歯科衛生士の
重要な役割であることから、この結果をもとに、歯周病の新規治療法だけでなく、より効果的な歯
科保健指導の在り方を検討していきたいと考えています。

アピール
ポイント

細胞培養や遺伝子解析の手法を利用したアプローチが可能です。
今後は臨床経験で培った知識と技術も活かして、口腔と全身の健康の支援に
向けた研究を行っていきたいです。
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なが たに ゆ こき の ぐち ゆ き
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これまで、中学生を対象に、日常の歯磨き、歯科受診行動等の歯科保健行動だけでな
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これまで、中学生を対象に、日常の歯磨き、歯科受診行動等の歯科保健行動だけでな

ふじ た み え こ

　マトリックス・メタロプロテアーゼ（MMP）は、生体において、コラーゲンをはじめとする
細胞外マトリックス（結合組織）の成分を分解することができる、タンパク質分解酵素です。
MMPは、生理的な、発生、成長における組織の再構築において重要な役割を演じています。一
方で、MMPは様々な疾患の進展に関与しています。ティッシュ・インヒビター・オブ・メタ
ロプロテアーゼ（TIMP）は、MMPの活性を阻害し、活性を精密に制御できる、生体由来のタン
パク質です。歯周病、リウマチ性関節炎、悪性腫瘍の転移などにおいては、MMPとTIMPのバ
ランスが崩れていることが明らかにされています。このメカニズムの詳細な研究とそれに基
づいた疾患の予防や治療をめざした研究を行っています。

•
•

MMPs

MMPs
TIMPs

TIMPs

近年、歯周病は全身にも影響を及ぼすことが明らかにされてきました。歯
周病の病因、予防、治療の研究はますます重要視されてきています。

歯周病，マトリックス・メタロプロテアーゼ（MMP），TIMP，
コラーゲン

歯科衛生学科　吉田 直樹

歯周病の病因と予防の研究｛マトリックス・メタロ
プロテアーゼ（MMP）を中心に｝

よし だ なお き
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らかにした「技術」は、地域資源の発見と活用、専門職や住民など多様な人々との連
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アン キョン イ

　避難行動や避難生活において、高齢者、障害者、子どもなどの要援護者支援は地域の喫緊な
課題であるが、具体的な支援策に結びついていない。「自助」には限界があり、「共助」の関係
性が弱まり、「公助」も一向に進まない中、要援護者が大規模災害時に取り残されることをま
た繰り返すことになりかねない。本研究は、地域住民主体で支え合う福祉避難所の設置及び運
営を考察し、多層的なネットワーク支援による要援護者支援体制を構築するものである。普段
からの関係性を活かした共助が要援護者の命を救い、生活を支えることを中心に、地域での自
助・共助・公助が機能する支援モデルを考察・検証する。平常時から顔の見える関係や地域
の福祉力が災害時に力を発揮する地域支え合い支援は、より豊かで安心できる地域づくりに
貢献することが期待できる。

具体的な地域での要援護者支援の体制づくりを目指します。
普段の住民同士の関係強化や地域福祉力の向上が期待できます。

災害時要援護者，福祉避難所，地域福祉力，
多層的ネットワーク支援，地域づくり

⚫連　絡　先 TEL.054-202-2685　FAX.054-202-2685

社会福祉学科　江原 勝幸

地域支え合い災害時要援護者支援モデルの構築
え ばら かつ ゆき
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地域で活躍する介護福祉士の役割の明確化と能力開発
福祉・介護の人材育成における家政学の役割と課題

おく だ みや こ

　　　　　地域福祉における介護福祉士の役割、介護福祉人材育成、
生活支援の家政学、介護離職を防ぐ生活経営支援

　直近の研究テーマは、地域における介護福祉士の役割の明確化です。
　要介護者への直接的支援だけでなく、地域共生社会の実現に向けて地域の相談支援や地域課題解
決への参画、住民の相互支援の調整などの役割を担う介護福祉士の活動に注目します。介護福祉士会、
社会福祉協議会、事業所へのヒアリングや地域福祉実践場面で活躍する介護福祉士へのインタビュー
を通して、地域福祉実践に従事する介護福祉士の所在と職務・活動内容を把握するとともに、期待
される役割、必要な能力開発に向けての示唆を得たいと考えています。
　また、継続的な研究テーマとして、福祉・介護の人材育成に必要な教育・研修について、家政学・
生活科学の視点から研究に取り組んできました。家政学各領域（生活経営・衣・食・住）の研究者
による共同研究に基づき、福祉・介護を学ぶ大学・専門学校の学生に向けたテキストを 2003 年か
ら継続的に刊行しており、学生の生活自立と専門職としての生活支援に有用な知識・技術の修得に
向けて、内容を見直しながら版を重ねています。

2024年9月に『生活支援の基礎を学ぶ―介護・福祉・看護実践のための家政学―』
を上梓しました。

すず き とし ふみ
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たか ぎ つよし なか ざわ しゅう いち
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